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深浦町総合戦略課　企画調整係
　　　電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。

LINE 公式アカウント

　町では、「子ども中心のまちづくり」を推進するため、
町内に住む小・中学校入学時及び中学校卒業時の児童生
徒１人につき、10万円を交付する新しい支援制度を創
設しました。制度の開始に伴い交付式が行われ、受領者
を代表して齋藤律男さんに、平沢町長から目録が手渡されました。
　目録を受け取った齋藤さんは、「制服やジャージなどの準備費用
がかかるので、とてもありがたい。これからも続けてもらいたい」
と感謝を述べました。平沢町長は、「これからも子育てしやすいまち
づくりを進めていきたい。子どもを産んでよかったと思えるまちづく
りにつなげていきたい」と抱負を語りました。

子育て応援入学・卒業祝い金交付式
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目録を受け取る齋藤さん（左）

　深浦町で２人目となる青森県農業経営士に認定された
工藤雅夫さん（広戸）が、平沢町長を表敬訪問し、認定
の報告をしました。青森県農業経営士は、優れた農業経
営を実践し、地域農業や農村生活のリーダーとして指導的役割を果た
している人が認定される制度です。
　工藤さんは、「深浦町に移住してから農業を始めました。いままで
研鑽を重ねてきた成果がようやく実ったのだと思います。これから新
規就農を考えている人がいたら支えてあげたいです」と話し、今まで
の歩みとこれからの意気込みを語りました。

工藤雅夫さんが青森県農業経営士の認定を受けました
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青森県農業経営士の認定を受けた工藤さん（左）

　明治安田生命保険相互会社から、深浦町へタオル700
枚が寄贈されました。
　明治安田生命保険相互会社では、今年１月から２月に
かけての大雪により災害救助法が適用された地域のうち、連携協定
を結んでいる市町村に対し、タオルの寄贈を行っています。
　今回寄贈されたタオルは、災害時の備蓄として保管され、災害発
生時には避難所などで活用される予定です。平沢町長は、「大変あ
りがとうございます。大切に使わせていただきます」と感謝の言葉を
述べました。

明治安田生命から寄付をいただきました
３／
26

平沢町長へタオルを手渡す明治安田生命青森支社五所川原営業所の菱沼所長

深浦町の姉妹都市、フィンランド共和国ラヌア郡から、トゥイ
ヤ・セッパネンさんが来町されました。今回の訪問は、両自治
体の40年にわたる交流のあゆみを記録にまとめることが目的で、
滞在中、トゥイヤさんは岩崎・ラヌア友好協会の会員との交流
やいわさき小学校への訪問などを行いました。
３月16日、いわさき小学校において、６年生を対象とし「読
書とふるさとを通じた心の育成」をテーマに特別授業が行われ
ました。
授業では、読書の楽しさや本の選び方について、生徒との対話
を交えながら進められました。生徒からは「読みやすい本を選
ぶ」「表紙や作者で決める」などの意見が出され、トゥイヤさ
んは「気になったページから少しずつ読むことで面白さが見つ
かる」とアドバイス。読書を通じて心が温かくなる体験や、新
しい知識との出会いの大切さが共有されました。
また、「ふるさと」についての話題では、生徒たちから「親がいる場所」「心が落ち着くとこ
ろ」といった声があがり、場所だけでなく心の中にある大切な存在としての“ふるさと”について理
解を深めました。
さらに、フィンランドの文化紹介では、サンタクロースが住むラップランドの話や食文化、学
校生活の違いなどが紹介され、子どもたちは興味深く耳を傾けていました。
また、今村校長先生との意見交換も行われ、少子化の影響により児童数が減少する中でも、複
式学級の工夫や教職員の連携により、きめ細やかな指導が行われていることや、読書活動の推進
にも力を入れていること、「ノーゲームデー」の設定や読み聞かせ活動などを通じて、子どもた

ちの学びを支えていること
など、教育について話し合
いました。今回の交流を通
じて、子どもたちは異文化
への理解を深めるとともに、
自らのふるさとや学びにつ
いて改めて考える貴重な機
会となりました。
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